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ア ミラーゼ生産酵母によるデンプンの 工 タ ノール変換 における数式表示
（金沢大 ・工 ・物質化学工 学）沢田達郎、 中村嘉利 、 ○小林史 尚、 大永誠

【目的】　 排水などの微生物処理 と資源化を迅速かつ 高効率で行 うため には 、 微生物の増殖
や基質の分解な どに関す る速度論的表示 と解析が必要である。 本研究はデンプンの アル コ ー

ル 発酵を例に とり、 混合菌と単一
菌で あるア ミラ

ーゼ生産酵母の X タノール 生産性につ いて

比 較 、 検討 した 。 次に 、 ア ミラ
ーゼ生産酵釁 によるデンプンの分解とエ タノ

ー
ル の 生成をモ

デル 式で 表示 し、 適用牲を種 々 の 培養の 実験結果に つ い て検討 した 。

［方法】 混合菌の培養に はア ミラーゼ生産菌 として飴 p鉱 gゴヱ加 samamori 　I讎 2101と工 タノ
ー

ル 生産菌として daccharomyces　cerevisiae （発研2号）の2種類の 菌株を用 いた 。 ア ミラ
ーゼ生産酵母の培養には酵母の 染色体にグル コ ア ミラーゼ遺伝子を挿入 した遺伝子組換え酵
母 、 Saccharomyces　cerev

’isiaθ　SR93を用いた 。 培養やパ ラメータ推算の 実験は酵母エ キス

とポリペ プ トンを倉む基本培地に種々の 濃度の グル コ
ー

ス や可溶姓デン プンなどの 基質を加
えた培地 を用い て 行 っ た。

【結果】　 ア ミラーゼ生産酵母の 最大エ タノール濃度は初期デ ンプン濃度5Gg／Zの 時、 混合
菌の約1．5倍の 14．　3g ／1で あ っ た 。 デン プンの工 タ ノール変換を高効率で行 うために は混合
菌よ りもア ミラーゼ生産酵母を用い る方が有効で ある こ とがわか っ た 。 ア ミラーゼ生産酵母
の数式モ デル は誘導酵素で あるグル コ ア ミラーゼ の合成と糖化 ・発酵の 2つ のプロ セス をほ
ぼ同時に行 う事を考慮 して表示 し、 種々 の実験に よ っ てパ ラメー

タを推算 した。この 数式モ

デル によ る計算値 は回分培養や遠続培養の寞験値 とほig−一一・ikした 。
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酵 母の 増殖に お よぼ す電気効果

（東農大 ・鸛造 ）中西載 慶 、O 曽我 貴彦 、徳田宏 晴 、竹田正久

【目的 】我 々 は 、 培養液に適当な電流 を通電する こ とに よ り、 酵偉の 増殖が 促

進 され る こ と 、 また香気性戒 分や 有機酸生成量に も変化 が生 じる こ と を既 に報

告 した
1・2 ）

。本研究 では 、合成培地 を矯 い た ア ル コ ール 醗酵 系に お い て 、主 と

して酵緑 の 増殖に お よぼす直流お よび交流電流の 効果 に つ い て 考察 した 。

【方ta　］白金電極 を設置 した 枝付 き三 角 プ ラス 饕 にハ イ ダ ッ ク改変培鱸兜 0醜
を入れ 、 直流10mA、 あるい は 交流m 伽 A の 電流を通 じなが ら酵母 くS，
cerev 豊siae の 培養 を行な い 、 電流が培幾戒分 、 培養 環境 緯0、　 DC  2 ）な どに お

よぼす影響お よび 培養経過を追跡 した 。

（結Pt　］遁電培養経過中に お ける騨爆 の 増殖提進 の 要因の i つ は 、通電 による

溶存二 酸化炭素濃度の 抵下 で ある こ とが示 唆 され か 。 また 、 培養初期に お い て

は交流通電下で は溶瀞酸素濃痩の 増力鷭ま見 られ なか っ た が 、 直流通電下 で は 、

電極か ら生 じる微量の 酸素 1溶甞酸素濃度の 増加 ）に よ る酵母 の 出芽鍵進 が認
め ちれた 。 さ らに電極反応に よ る矯鑪威分の 変化が 酵母の 増殖 に影響 を与 えて

い る事が示 唆 された 。
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